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県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

初
代
県
庁
館

11
月
３
日
（
水
・
祝
）
開
館

　

毎
年
1
回
、
兵
庫
県
内
の
各

地
域
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
学
生
や

地
域
団
体
等
の
活
動
発
表
の
場

が
失
わ
れ
る
な
か
、
令
和
3
年

度
は
蓄
積
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
力

や
多
彩
な
芸
術
文
化
が
息
づ
く

神
戸
か
ら
、
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
た
県
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
神
戸
や
ひ
ょ
う
ご
の

元
気
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
16
日
㈯
・
17
日

㈰
各
日
10
時
〜
16
時

【
入
場
料
】
無
料

◇
ご
来
場
の
皆
さ
ま
へ

　

感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
入
場
口
で
の
検

温
、
コ
ロ
ナ
追
跡
シ
ス
テ
ム
へ

の
登
録
等
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▼
16
日
㈯

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

演
奏
（
神
戸
市
消
防
音
楽
隊
）

ほ
か

全
県
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
（
フ
ァ
ン
タ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）、
太
鼓
（
和
太

鼓
集
団
ホ
ッ
と
太
鼓
）
ほ
か

▼
17
日
㈰

地
域
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

神
戸
地
域
の
団
体
や
、
大
学
生

な
ど
地
域
の
若
者
に
よ
る
ダ
ン

ス
、
吹
奏
楽
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

か
神
輿
、
獅
子
舞
な
ど
が
秋

祭
り
を
彩
り
ま
す
。

　

祭
り
の
主
役
で
あ
る
布
団

太
鼓
と
は
、
担
ぎ
棒
の
上
に

幕
や
巨
大
な
布
団
を
屋
根
に

積
み
重
ね
た
太
鼓
台
で
、
幕

の
内
側
で
乗
り
子
が
太
鼓
を

叩
い
て
神
社
や
地
域
を
練
り

歩
き
ま
す
。

　

な
ぜ
布
団
を
乗
せ
た
の
か

は「
神
様
が
座
れ
る
よ
う
に
」

な
ど
と
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
ま
た
地
区
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
布

団
の
重
ね
枚
数
や
、
色
が
赤

や
黒
と
違
う
も
の
か
ら
、
最

上
段
の
布
団
の
四
隅
を
反
り

上
げ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

九
月
に
な
れ
ば
乗
り
子
に

な
る
子
ど
も
達
の
太
鼓
や
お

囃
子
の
練
習
が
始
ま
り
、
実

際
の
演
奏
を
見
聴
き
さ
せ
て

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大

人
も
教
え
て
い
ま
す
が
、
子

供
た
ち
は
先
輩
の
真
似
を
し

て
次
第
に
覚
え
て
い
き
ま
す
。

　

祭
り
本
番
に
は
、
普
段
遠

方
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
子

ど
も
の
頃
に
祭
り
で
感
じ
た

嬉
し
さ
、
懐
か
し
さ
に
自
ず

と
引
き
つ
け
ら
れ
、
お
盆
、

正
月
に
帰
省
で
き
な
く
て

も
、
地
元
に
帰
っ
て
き
て
皆

が
力
を
合
わ
せ
て
神
輿
を
担

ぎ
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

秋
祭
り
は
、
地
域
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

と
地
域
の
結
束
力
を
深
め
る

大
切
な
時
間
で
す
。
一
日
も

早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
皆

が
集
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。　
　
　
　
（
Ｍ
）

　

十
月
に
入
る
と

私
の
住
ん
で
い
る

地
域
で
は
、
五
穀

豊
穣
に
感
謝
し
、

悪
疫
・
災
難
払
い

を
願
う
も
の
と
し

て
布
団
太
鼓
の
ほ

マ
ン
ス

出
展
ブ
ー
ス

神
戸
や
県
内
各
地
の
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
の
紹
介
、
特
産
品
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
出
展

鴟尾 高丘3号窯出土
県指定文化財 明石市蔵

初代県庁館　長屋門

　

初
代
兵
庫
県
庁
舎
が
置
か
れ

た
"
始
ま
り
の
地
"
の
兵ひ

ょ
う
ご
の
つ

庫
津

に
、
復
元
施
設
と
博
物
館
で
兵

庫
県
の
成
り
立
ち
な
ど
を
発
信

す
る
拠
点
「
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ

初
の
兵
庫
県
庁
舎
を
復
元
し
た

「
初
代
県
庁
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
来
年
度
下
期
に
、
博

ー
ジ
ア
ム
」
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。11
月
3
日
に
は
、

幕
末
維
新
期
に
設
置
さ
れ
た
最

兵
庫
運
河
周
辺
で
「
兵
庫
津
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
＆
兵
庫

五
国
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催
。「
２

０
２
１
兵
庫
運
河
祭
・
兵
庫
津

武
将
祭
〜
平
清
盛
９
０
３
歳
祭

〜
」
も
同
日
開
催
さ
れ
、
兵
庫

津
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
10
月
〜
３
月
／

９
時
〜
17
時
、
４
月
〜
９
月
／

９
時
〜
18
時

※
入
館
は
そ
れ
ぞ
れ
閉
館
の
30

分
前
ま
で

※
開
館
日
当
日
は
13
時
か
ら
一

般
開
放

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
休
日

の
場
合
は
翌
平
日
）、
年
末
年

始
（
12
月
31
日
、
１
月
１
日
）

【
入
場
料
】
無
料

【
場
所
】
神
戸
市
兵
庫
区
中
之

島
２
丁
目
１-

17

【
ア
ク
セ
ス
】
神
戸
市
営
地
下

鉄
海
岸
線
「
中
央
市
場
前
駅
」

よ
り
徒
歩
約
５
分

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
津
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
整
備
室
☎︎
 ０
７
８
・

３
６
２
・
４
０
０
４

物
館
施
設
「
ひ
ょ
う
ご
は
じ
ま

り
館
」
が
開
館
す
る
予
定
。

　

初
代
県
庁
館
は
、
１
８
６
８

（
慶
応
４
）
年
の
兵
庫
県
誕
生

と
と
も
に
県
庁
が
置
か
れ
た
、

元
の
大
坂
町
奉
行
所
管
轄
の
兵

庫
勤
番
所
の
建
物
を
復
元
し
た

施
設
。
当
時
の
知
事
執
務
室
を

含
む
県
庁
舎
、
旧
同
心
屋
敷
の

ほ
か
、
仮
牢
や
お
白
州
な
ど
が

再
現
さ
れ
、
最
先
端
技
術
を
活

用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
で

幕
末
維
新
の
ド
ラ
マ
が
体
験
で

き
ま
す
。

　

開
館
日
当
日
に
は
オ
ー
プ
ン

と
連
携
し
て
、
一
遍
上
人
ゆ
か

り
の
真
光
寺
や
新
川
運
河
な
ど

　

鴟
尾
・
鯱
は
建
物
頂
部
の
ひ

と
き
わ
目
立
つ
位
置
に
置
か
れ

た
屋
根
飾
り
で
す
。
鳥
の
羽
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
鴟
尾
は
古
代
寺

院
な
ど
に
、
龍
の
よ
う
な
顔
を

し
た
魚
を
表
現
し
た
鯱
は
城
の

天
守
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
屋
根
の
上
に
あ
る
た

め
に
目
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
で
す
が
、
丁
寧
な
表
現
や
華

麗
な
装
飾
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
寺
院
や
城
郭
の
建
物

の
象
徴
で
も
あ
る
鴟
尾
・
鯱
の

変
遷
と
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

人
々
の
想
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

展
示
解
説
を
10
月
24
日
㈰
、

11
月
14
日
㈰
に
開
催
（
当
日
受

付
、
各
日
13
時
30
分
か
ら
）。

観
覧
券
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な

た
で
も
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
5
組
10
人
に
。
応
募
方

法
は
本
紙
3
面
。
13
日
㈬
必
着

明石市西部に所在する須恵器や瓦を焼
いた窯跡から出土したもので、残存状
況がよく、古代の鴟尾の形を知ること
ができる数少ない例のひとつです。 
表面の主な文様をヘラで線引きする簡
略な表現のもので、沈線文鴟尾と呼ば
れています。沈線文鴟尾は東播磨地域
で多く分布するほか、四天王寺（大阪
市）にも供給されていたと考えられて
います。

鴟 尾

兵庫県立考古博物館兵庫県立考古博物館
　  秋季特別展

屋根の上の守り神屋根の上の守り神
 　　　　　　　　　 しし　び 　び 　しゃしゃちほちほここ

－ － 鴟尾・鯱 鴟尾・鯱 －－

110月2日～0月2日～111月1月２２８日８日

  

ふ
れ
あ
い
の
祭
典

ふ
れ
あ
い
の
祭
典

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
inin
神
戸
神
戸

10
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
開
催　
　
　

　
　

【
場
所
】
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

☎︎
0
7
9
・
4
3
7
・
5
5
8
9

【
会
期
】
10
月
2
日

㈯
〜
11
月
28
日
㈰

【
開
館
時
間
】
9
時

〜
17
時
（
観
覧
は
9

時
30
分
〜
17
時
、
入

場
は
16
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日

【
観
覧
料
】
大
人
５

0
0
円
（
当
協
会
友

の
会
会
員
は
４
0
0

円
）、
大
学
生
４

0
0
円
、
70
歳
以
上

２
５
0
円
、
高
校
生

以
下
無
料

　

兵
庫
陶
芸
美
術
館
で
は
、
地

元
丹
波
焼
の
里
で
開
催
予
定
の

「
秋
の
郷
め
ぐ
り
」
期
間
中
（
10

月
７
日
㈭
〜
24
日
㈰
）
の
各
土

曜
日
（
9
日
、
16
日
、
23
日
）

に
丹
波
焼
小
皿
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
（
展
覧
会
ご
観
覧
者
各

日
先
着
50
名
様
）。

10
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
に
は

丹
波
焼
の
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
陶
芸
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
よ
る
作
品
展
示
・
販
売

等
も
開
催
。

11
月
28
日

㈰
ま
で
の
土

日
祝
日
に
は

丹
波
焼
の
里

と
篠
山
城
下

町
を
結
ぶ
直

通
バ
ス
が
運

行
。
行
楽
シ

ー
ズ
ン
の
丹

波
篠
山
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
開
館
時
間
】
10
時
〜
18
時
、

入
館
は
17
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日

【
観
覧
料
】
一
般
１
０
０
０
円

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は
８
０

０
円
）、
大
学
生
８
０
０
円
、

70
歳
以
上
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
無
料

【
場
所
】兵
庫
陶
芸
美
術
館
（
丹

波
篠
山
市
今
田
町
上
立
杭
４
）

☎︎
 ０
７
９
・
５
９
７
・
３
９
６
１

特
別
展
﹁
ザ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
展
︱
自
然
が
宿
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
︱
﹂
開
催
中

　

フ
ィ
ン
レ
イ
ソ
ン
社
や
マ
リ

メ
ッ
コ
社
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
か

ら
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
、
カ

イ
・
フ
ラ
ン
ク
ら
巨
匠
た
ち
の

名
品
ま
で
、
世
界
中
の
人
々
を

魅
了
し
続
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

【
会
期
】
11
月
28
日
㈰
ま
で

兵庫陶芸美術館兵庫陶芸美術館
秋のおもてなし秋のおもてなし

ビルゲル・カイピアイネン「パラティーシ」
プレート 他　1969-1974年アラビア製
陶所 ヘルシンキ市立博物館蔵　Photo/
Yehia Eweis

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
変
更
や
中
止
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
特

設
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
（
神

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
神

戸
実
行
委
員
会
事
務
局
（
当
日

の
お
問
い
合
わ
せ
）
☎︎
 0
７
８

・
３
６
２
・
７
３
７
９

【
特
設
サ
イ
ト
】https://

hyogo-fes.jp

　

第
53
代
兵
庫
県
知
事
に
な

ら
れ
た
齋
藤
元
彦
新
知
事

に
、
こ
の
た
び
当
協
会
会
長

に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
兵
庫
県
神
戸

市
出
身
で
、
昭
和
52
年
生
ま

れ
の
43
歳
。
東
京
大
学
卒
業

後
、
総
務
省
を
経
て
、
さ
る

7
月
18
日
の
知
事
選
挙
で
当

選
し
、
兵
庫
県
知
事
と
な
ら

れ
ま
し
た
。

当
協
会
会
長
に

齋
藤
元
彦
新
知
事
が
就
任

齋藤元彦会長

戸
市
中
央
区
波
止
場

町
2
）

【
ア
ク
セ
ス
】
J
R
・

阪
神
「
元
町
駅
」、
阪

急
「
花
隈
駅
」
よ
り

徒
歩
約
15
分
、
神
戸

市
営
地
下
鉄
・
海
岸

線「
み
な
と
元
町
駅
」

よ
り
徒
歩
約
10
分

【
問
い
合
わ
せ
】
ふ



毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・１０月号 令和 3 年10月 1 日  ⑵

第74回 飛　雲　展

イ
タ
ル

【
日
時
】
12
月
17
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
鯛
中
卓

也
　

明
石
市
出
身
。
東
京
藝
術

大
学
、
同
大
学
大
学
院
修
士

課
程
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
ビ

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
入
賞
、
演

奏
会
へ
の
出
演
を
重
ね
、
後

進
の
指
導
に
も
積
極
的
に
あ

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
︱
県
民

文
化
普
及
事
業
が
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た

で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
が
、
整

理
券
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
ひ
ょ
う
ご
名
流
舞
踊
の
会

【
日
時
】
３
日
㈰
11
時
〜
18

時
（
予
定
）

【
場
所
】
神
戸
国
際
会
館
こ

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
舞

踊
文
化
協
会
☎︎
０
７
８
・
３

６
２
・
７
０
８
６

▼
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご

【
日
時
】
３
日
㈰
13
時
30
分

〜
16
時
30
分

【
場
所
】
神
戸
市
教
育
会
館

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
詩
の
フ
ェ

ス
タ
ひ
ょ
う
ご
実
行
委
員
会

☎︎
 ０
７
８
・
２
４
１
・
３
0

８
６

▼
ひ
ょ
う
ご
日
本
民
謡
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

【
日
時
】
９
日
㈯
12
時
〜
16

時
30
分

【
場
所
】
新
長
田
ピ
フ
レ
ホ

ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
☎︎
 ０
７
８
・
８

６
１
・
４
５
８
３

▼
兵
庫
県
い
け
ば
な
展
︵
神

く
さ
い
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
５
0
0
0
円

戸
展
︶

【
日
時
】
前
期
/
14
日
㈭
〜

16
日
㈯
10
時
〜
20
時
（
最

終
日
は
17
時
30
分
ま
で
）、

後
期
/
17
日
㈰
〜
19
日
㈫
10

時
〜
20
時
（
最
終
日
は
17

時
ま
で
）。
入
場
は
閉
場
の

30
分
前
ま
で

【
場
所
】
大
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
︿
神
戸
﹀

【
入
場
料
】
7
0
0
円
※
高

校
生
以
下
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
い

け
ば
な
協
会
☎︎
０
７
８
・
３

４
１
・
７
７
１
１
（
内
）
２

５
８
４

▼
ひ
ょ
う
ご
洋
舞
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

【
日
時
】
30
日
㈯
18
時

【
場
所
】
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
K
O
B
E
L
C
O

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
指
定
席
５
０
０

０
円
（
前
売
４
５
０
０
円
）、

自
由
席
４
５
０
０
円
（
前
売

　

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発

表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
良
質
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
毎
月
１
回
、
兵
庫
県
民
会

  

1０　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.4０

上
田
智
子　

ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

【
日
時
】
10
月
22
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
上
田
智

子【
予
定
曲
目
】
シ
ョ
パ
ン
／

即
興
曲
第
４
番
嬰
ハ
短
調

作
品
66
「
幻
想
即
興
曲
」、

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番
変
イ

長
調
作
品
53
「
英
雄
ポ
ロ

ネ
ー
ズ
」
ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
大
学
生
以
下
１
０
０
０

円

館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

＊
い
け
ば
な
／
中
山
高
甫

（
未
生
流
中
山
文
甫
会
）

  

1１　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.4１

桝
貴
志　

バ
リ
ト
ン
リ
サ

イ
タ
ル

【
日
時
】
11
月
５
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
バ
リ
ト
ン
／
桝
貴

志
、
ピ
ア
ノ
／
小
柳
る
み

桝
貴
志
=
奈
良
県
出
身
。

大
阪
音
楽
大
学
声
楽
科
卒

業
。
新
国
立
劇
場
オ
ペ
ラ
研

修
所
第
５
期
生
修
了
。
第
37

回
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル

ソ
・
ミ
ラ
ノ
大
賞
、
第
27
回

奏
楽
堂
日
本
歌
曲
コ
ン
ク
ー

ル
第
１
位
等
受
賞
多
数
。

新
国
立
劇
場
は
じ
め
国
内
主

要
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演

の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
︲
Ｆ
Ｍ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
︲
Ｂ
Ｓ
等
メ
デ
ィ
ア
へ

の
出
演
も
重
ね
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】
Ｒ
．
ク
ィ
ル

タ
ー
／
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

詩
に
よ
る
３
つ
の
歌
、
Ｃ
．

ミ
レ
ッ
カ
ー
／
喜
歌
劇
『
ガ

ス
パ
ロ
ー
ネ
』
よ
り
深
紅

の
バ
ラ
、
Ｇ
．
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

／
歌
劇『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』

よ
り
夢
か
ま
こ
と
か
？
ほ

か【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
大
学
生
以
下
１
０
０
０

円＊
い
け
ば
な
／
熊
原
恵
甫

（
未
生
真
流
）

  

12　

月　

Ｖ
ｏ
ｌ
.42

鯛
中
卓
也　

ピ
ア
ノ
リ
サ

ふれあいの祭典
県民文化普及事業

鯛中 卓也

　

友
の
会
の
魅
力
の
充
実
を

目
指
し
て
、
県
内
各
財
団
や

施
設
と
提
携
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び

新
た
に
宝
塚
市
文
化
財
団
と

提
携
し
、
同
財
団
が
指
定
す

る
主
催
事
業
に
つ
い
て
優
待

価
格
で
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
典
対
象
の
事
業
は
、
す

ず
か
け
等
で
順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ド
ゴ
シ
チ
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

修
士
課
程
修
了
。
国
内
外
の

た
っ
て
い
る
。
現
在
、
東
京

藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
、
ソ

ニ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｌ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
師
。

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
井
上
理
奈
子

（
池
坊
）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!!～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

上田 智子

桝 貴志

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

11
月
の
公
演
︵
桝
貴
志
︶
の

チ
ケ
ッ
ト
を
3
組
6
人
に
。

会
員
特
典

友
の
会
会
員
を
11
月
の
公

演
に
ご
招
待
。
5
組
１０
人

に
。

☆
い
ず
れ
も
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
応
募
方
法

は
本
紙
３
面
。
１０
月
１3
日

㈬
必
着

４
０
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
洋

舞
家
協
会
☎︎
０
７
８
・
３
６

２
・
７
０
８
６

▼
ひ
ょ
う
ご
吟
剣
詩
舞
道
祭

【
日
時
】
31
日
㈰
10
時
〜
18

時【
場
所
】
あ
ま
し
ん
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
吟

詠
連
盟
F
A
X
０
７
８
・
３

６
１
・
３
３
３
６

令和元年のひょうご洋舞フェスティバル

文化振興部

︵
公
財
︶兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
6
5
0
︲
0
0
1
1
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
︲
16
︲
3

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

https://hyogo-arts.or.jp

　

田
辺
眞
人
先
生
の
人
気
講

座
「
地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫

学
〜
兵
庫
県
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歴
史
か
ら
〜
」
の
聴
講

生
（
1
回
券
）
を
募
集
し
ま

す
。

　

全
日
程
の
受
講
が
難
し
い

方
や
、
特
定
の
回
の
講
座
だ

け
受
講
し
た
い
と
い
う
方
に

う
れ
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

こ
れ
ま
で
４
回
セ
ッ
ト
券
の

受
付
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
席
に
余
裕
が
あ
る

た
め
１
回
券
を
取
り
扱
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

４
回
セ
ッ
ト
券
も
同
時
募

集
中
で
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
や
県
の
定
め
た
感
染
症

拡
大
予
防
対
策
の
方
針
に
従

い
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
マ
ス
ク

【
受
講
料
】
聴
講
（
１
回
券
）

／
一
般
１
２
０
０
円
、
会
員

６
０
０
円

※
受
講
に
は
事
前
申
込
み
が

必
要
で
す
。
受
講
料
は
講
座

当
日
に
受
付
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】各
回
30
人
（
先

着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

【
申
込
方
法
】
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
〒
住
所
、
電
話
番

号
、
友
の
会
会
員
の
方
は

会
員
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
当
協
会
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文

化
振
興
部
ま
で

着
用
、
手
指
の
消
毒
、
検
温

な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】
10
月
21
日

㈭
14
時
／
近
代
阪
神
間
の
街

づ
く
り
か
ら
、
11
月
18
日
㈭

14
時
／
文
明
開
化
の
背
景
、

１
月
20
日
㈭
14
時
／
日
本
初

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
３
月
17

日
㈭
14
時
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
嘉
納
治
五
郎

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

S
ソーシャルネットワーキングサービス

NSでも情報発信中！

インスタグラム

フェイスブック

ツイッター

ユーチューブ

兵
庫
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
を
配
信
中
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

動画配信はこちらをチェック！

地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫
学
　

　
　
　
　
　
聴
講
生
を
募
集

JR・阪急宝塚駅すぐの宝塚ソリオホール

新
し
い
友
の
会
会
員
特
典
が
加
わ
り
ま
し
た
！

新
し
い
友
の
会
会
員
特
典
が
加
わ
り
ま
し
た
！



㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報
イベントガイド催

☆ 記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。

但馬但馬

丹波丹波
阪神北阪神北

阪神南阪神南

中播磨中播磨

淡路淡路

西播磨西播磨

東播磨東播磨
北播磨北播磨
神戸神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

毎月 1 回 1 日発行すずかけ・１０月号⑶　令和３年10月１日

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

㊐10月2日㈯～12月5日㈰◯時9時30分～
17時、入館は16時30分まで㊡月曜日◯料
一般300円、中小生100円※11月3日(水
・祝)、11月13日㈯・14日㈰は無料◯内
国宝阿弥陀三尊立像・浄土堂で有名な
浄土寺の、知る人ぞ知る未指定の文化
財や今回初公開の資料などを通して、
浄土寺の創建から現在までの歴史をわ
かりやすく紹介します。◯場問小野市立
好古館☎0794・63・3390
■県内芸術家ロビーコンサート 秋の
ノスタルジック オルガンピアノコン
サート
㊐10月7日㈭◯時11時30分◯料無料出ピア
ノ/加門隆太朗◯場問加西市南部公民館
玄関ロビー☎0790・49・0041

中・西 播 磨
■県内芸術家ロビーコンサート 市川
町文化センターロビーコンサート～た
そがれのひととき～
㊐10月2日㈯◯時18時30分◯料無料(先着
100名)出ヴァイオリン/土井美佳、マ
カフェリギター /伊藤淳介◯場問市川町
文化センター☎0790・26・0969
■県民芸術劇場　ブラックボトムブラ
スバンドライブ！
㊐10月16日㈯◯時18時◯料大人1500円、高
校生以下500円(全席指定)＊小学生以
上有料出ブラックボトムブラスバンド
◯場問山崎文化会館☎0790・62・5300
■特別展「武士の心得―脇坂家家中に
伝わった宝物―」
㊐10月23日㈯～12月5日㈰◯時9時～17
時、入館は16時30分まで㊡月曜日、祝
日の翌日、11月30日㈫◯料一般400円、
65歳以上200円、学生100円◯内脇坂氏が
龍野に入封して来年で350年。戦国時
代から明治時代まで、家臣たちは主君
とともに家の存続をかけ戦い、御用を
勤めてきました。それらの歴史の証人
ともいうべき貴重な資料の数々を、多
くの初公開資料を含め一堂に展示しま
す。◯場問たつの市立龍野歴史文化資料
館☎0791・63・0907

但　　　　　馬
■ミニ企画展 ちらっとチラシ大広告
㊐11月3日(水・祝)まで◯時9時～17時、
入館は16時30分まで㊡水曜日、ただし
祝日の場合は翌平日◯料ミニ企画展のみ
の観覧は無料◯内昭和30～40年代に豊岡
市内の商店が発行した様々なチラシを
古写真とともに展示。当時の商店街の
様子を紹介します。◯場問豊岡市立歴史
博物館―但馬国府・国分寺館―☎0796
・42・6111

丹　　　　　波
■ 県 民 芸 術 劇 場 TAMBA SUPER 
BRASS LIVE vol.6
㊐10月17日㈰◯時14時◯料500円(当日100
円増)全席自由＊3歳未満は座席が必要
な場合有料出ブラックボトムブラスバ
ンド◯場ライフピアいちじま大ホール問
春日文化ホール☎0795・74・1050

淡　　　　　路
■開館30周年記念 松帆銅鐸特別展（後
期）「弥生のいのり展－兵庫五国の銅
鐸1」
㊐10月6日㈬～11月28日㈰◯時9時～17時、
入館は16時30分まで㊡月曜日◯料大人500
円(友の会会員は450円)、大高生300円、
中小生150円◯内全国で銅鐸の出土数が
一番多いのは兵庫県です。弥生時代の
人々が願いを込め、祈りをささげた兵
庫県内の銅鐸をシリーズ化して展示紹
介いたします。南あわじ市発掘調査展
－平成30・31年度調査－も11月28日㈰
まで同時開催中。◯場問南あわじ市滝川
記念美術館玉青館☎ 0799・36・2314

日本洋画コレクションを核に　絵
がつづる人間模様　特集展示―彫

刻家のデッサン
㊐10月12日㈫～12月19日㈰◯時10時～18
時、入館は17時30分まで㊡月曜日◯料一
般400円、65歳以上200円、大学生以下
無料◯内近代から現代にかけて多彩な展
開を繰り広げてきた日本洋画の変遷
や、画家たちが自身の表現を探求した
軌跡をご覧きただき、ともに切磋琢磨
した画家たちの熱い想いを感じられる
展覧会。特集展示として、近・現代の
日本の彫刻家のデッサンも紹介しま
す。◯場問BBプラザ美術館☎078・802
・9286★5組10人に。13日㈬必着

■県内芸術家ロビーコンサート 新湊
川ふれあいコンサート
㊐10月18日㈪◯時13時30分◯料無料(要申
込、定員30名）出フルート/上原かなえ、
川瀬礼実子◯場新湊川ふれあい会館問湊
川隧道保存の会☎090・5255・6288
■EXHIBITION KOBE 2021
㊐10月20日㈬～11月7日㈰◯時10時～17
時㊡月曜日◯料大人100円、70歳以上50
円、高校生以下無料◯内フランス・パリ
在住の現代美術家 松谷武判氏ら4名に
よる展覧会。◯場問舞子公園・旧木下家
住宅☎078・787・2050

阪 神 南・北
■県内芸術家ロビーコンサート 木田
陽子ピアノコンサート
㊐10月6日㈬◯時12時◯料無料出ピアノ/木
田陽子◯場問西宮市山口ホール☎078・
904・2760
■第126回展観 漢字の象形―文字の賞
玩
㊐10月16日㈯～11月28日㈰◯時10時～16
時、入館は15時30分まで㊡月曜日◯料一
般500円(友の会会員は400円)、大高生
300円、中学生以下無料◯内漢字が誕生
したのはおおよそ4000年前。それ以来、
中国はもちろん日本や朝鮮半島・ヴェ
トナムなど周辺の国や地域でも使用さ
れ、継承されてきました。本展では、
殷周時代の青銅器や骨器、唐代以降の
鏡など「漢字資料」を通して、漢字の
変遷のみならず、その解読・解釈に思
考を巡らした学者に寄り添い、政治家
や文人たちが込めた古代への憧憬を読
みとります。鑑賞講座を10月23日㈯、
30日㈯、11月13日㈯、20日㈯に開催。
13時30分～、入館者聴講無料◯場問黒川
古文化研究所☎0798・71・1205

■第15回記念演奏会 長唄松耀会
㊐11月7日㈰◯時11時◯料無料◯内黒塚、船
弁慶、靭猿ほか 全22曲◯場兵庫県立芸
術文化センター 阪急中ホール問東音
松浦麻矢☎090・3674・2708

東・北 播 磨
■特別展 重源上人生誕900年「知られ
ざる浄土寺の至宝　～来迎会衣装など
初公開資料を中心に～」

〈東館2階〉㊐10月6日㈬～10日㈰◯時10
時～18時、最終日は～17時◯料無料◯内写
真約100点
■id展 '21〈東館1階〉㊐10月12日㈫～
17日㈰◯時10時～18時、初日は13時～、
最終日は～16時◯料無料◯内洋画、総合、
その他約50点
■ルナ・フローラ展　2021 ジュンコ
人見のはなクラフト〈東館2階〉㊐10
月13日㈬～17日㈰◯時10時～16時、最終
日は～15時◯料無料◯内工芸約50点
■第74回飛雲展〈本館1・2階〉㊐10月
15日㈮～17日㈰◯時10時～17時、最終日
は～16時◯料無料◯内書約400点
■京都芸術大学通信教育部卒業生 第
14回MARBLE展〈東館1・2階〉㊐10
月19日㈫～24日㈰◯時10時～17時、初日
は13時～、最終日は～16時◯料無料◯内絵
画、染織、陶芸約50点
■第34回全国シルバー書道展 第18回
ファミリー書展〈本館1・2階〉㊐10月
23日㈯～24日㈰◯時10時～17時、最終日
は～16時◯料無料◯内書約4250点
■第11回神戸市シルバーカレッジ 写
真クラブOB会作品展〈東館1階〉㊐
10月26日㈫～31日㈰◯時10時～17時、初
日は13時～、最終日は～16時◯料無料◯内
写真約120点
■第46回こうべ芸文美術展〈本館1・2
階〉㊐10月27日㈬～31日㈰◯時10時～17
時30分（入場は17時まで）、最終日は
～15時◯料無料◯内書、洋画、版画、日本画、
写真、工芸、デザイン、彫刻、いけば
な、その他約200点
■日本共産党兵庫県文化後援会 第13
回作品展〈東館2階〉㊐10月27日㈬～
31日㈰◯時10時～18時、最終日は～16時
◯料無料◯内書、洋画、日本画、水墨画、
写真、工芸、デザイン、いけばな、彫
塑、その他約100点
■Space ～こころの居場所～〈本館
障害者アートギャラリー〉㊐10月3日
㈰～12月24日㈮◯時10時～18時◯料無料◯内
洋画、写真、その他約10点

■横尾忠則の恐怖の館
㊐令和4年2月27日㈰まで◯時10時～18
時、入場は17時30分まで㊡月曜日(た
だし祝日の場合は翌平日)、12月31日
㈮～1月1日㈯◯料一般700円(友の会会員
は550円)、大学生550円、70歳以上350
円、高校生以下無料※予約優先制◯内都
会ではありえない深い闇や、神秘的な
体験の数々が色濃く反映される横尾の
多彩な作品を通じて、「芸術」と「恐怖」
の関係性について考察します。担当学
芸員が展覧会の見どころを分かりやす
く解説するキュレーターズ・トークを
会期中毎月第3土曜日に開催していま
す。今月は16日㈯◯時14時◯場オープンス
タジオ◯料無料（先着30名）。ぜひご参
加ください。
◆オープンスタジオ・コンサート
〈1階〉アコーディオンで聴く少～し怖
い音楽会㊐10月10日㈰14時◯料無料(要
観覧券)出461モンブラン（森裕介、山
下カナ）◯内エルチョクロ、人生のメリ
ーゴーランド、エンターテイナー、ち
ょっと怖いビートルズ

神　　　　　戸
■かくかくしかじか展
㊐10月3日㈰～10日㈰◯時10時～17時、
初日は13時～、最終日は～16時㊡10月
5日㈫◯料無料◯内兵庫県日本画家連盟が
県立明石高校美術科と初コラボ。モノ
トーン画面をテーマに、日本画の色の魅
力が感じられるスクエア作品展を開催
します。連盟会員約50名と若いパワー
の共演をお楽しみください。◯場問KAVC

（神戸アートビレッジセンター )☎078
・512・5500

新型コロナウイルス感染拡大の状況に
より掲載内容が変更される場合がござ
います。お出かけの際には各施設等へ
ご確認ください。

■第4回 王鵞書道会展〈2階〉㊐10月2
日㈯～3日㈰◯時10時～17時、最終日は
～16時◯料無料◯内書約120点
■2021名筆研究会展〈2階〉㊐10月6日
㈬～10日㈰◯時10時～17時、最終日は～
16時◯料無料◯内書約50点
■第30回 青砥会日本画展〈2階〉㊐10
月6日㈬～10日㈰◯時10時～17時、最終
日は～16時◯料無料◯内日本画約60点
■第32回 MOA美術館神戸児童作品展
〈2階〉㊐10月16日㈯～17日㈰◯時16日は
13時～17時、17日は10時～16時◯料無料
◯内児童画約400点
■第57回 兵庫県職員作品展〈2階〉㊐
10月20日㈬～24日㈰◯時10時～18時、最
終日は～12時◯料無料◯内絵画、書、工芸、
彫刻、写真等約100点
■第23回 神戸青蓮社仏画と絵画展〈2
階〉㊐10月21日㈭～24日㈰◯時10時～16
時30分、初日は12時～、最終日は～16
時◯料無料◯内絵画約15点
■第36回 美術クラブ「創」展〈1階〉
㊐10月27日㈬～31日㈰◯時10時～18時、
初日は11時～、最終日は～16時◯料無料
◯内絵画約30点
■ 第18回 KSC OB楽 画 会 展〈2階〉
㊐10月27日㈬～11月1日㈪◯時10時～17
時、初日は13時～、最終日は～16時◯料
無料◯内絵画、陶芸約80点
■第3回 蒼空の会書展〈2階〉㊐10月
29日㈮～31日㈰◯時10時～18時、29日は
16時～19時、最終日は～17時◯料無料◯内
書約130点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉塚本芙美香ピアノコンサ
ート㊐10月9日㈯14時◯料無料出ピアノ/
塚本芙美香＊いけばな/西村翠雲(兵庫
県いけばな協会/佳生流)
■兵庫の工芸壁面を飾る〈1階サロン
内〉㊐10月1日㈮～11月30日㈫◯時10時
～17時、最終日は～16時㊡水・日曜日
◯料無料◯内兵庫県工芸美術作家 市野元
和、上原伊織、竹尾壽敏、三谷恵子の
作品展示

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

■関西春陽会絵画部展〈本館1階〉㊐
10月3日㈰まで◯時10時～17時、最終日
は～16時◯料無料◯内洋画約35点
■第49回書ノ友社展〈本館2階〉㊐10
月3日㈰まで◯時10時～17時、最終日は
～15時30分◯料無料◯内書約300点
■公募第43回青朝会日本水墨画展〈東
館1・2階〉㊐10月3日㈰まで◯時11時～
17時、最終日は～15時◯料無料◯内水墨画
約120点
■第40回記念　龍美会展〈東館1階〉
㊐10月5日㈫～10日㈰◯時10時～17時30
分、初日は12時～、最終日は～16時30
分◯料無料◯内洋画、日本画、その他約90
点
■公募 第26回 二元会兵庫支部展〈本
館1・2階〉㊐10月6日㈬～10日㈰◯時10
時～17時、最終日は～16時◯料無料◯内洋
画、日本画約160点
■大野純生写真展 IMAGING Mt. ROKKO
―わが愛しの六甲山―

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

川端謹次《洋館の建物》1961

小克鼎と銘文（西周時代）
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チケットを購入されるお客様へ
新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場でき

ません（マウスシールド不可）。 
※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発熱

がある方は入場をお断りさせていただきます。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を

空けない配席で販売します。
※来場者情報を把握するため、芸術文化セ

ンターでのチケットのご購入は芸術文化
センター先行予約会員の登録（無料）が必
要です。 お一人様2枚（グリム兄弟！〜み
んなのメルヘン きかせてダンケ〜のみ4
枚）までとさせていただきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、中
止・変更になる場合がございます。最新の情
報につきましては、当センターウェブサイト等を
ご確認ください。

※公演が中止・延期になった場合、購入者
の方には、先行予約会員に登録されてい
るメールアドレスに、メールでお知らせい
たします。

石橋 栄実

粟辻 聡

老田 裕子

岩田 達宗

　

細
部
に
至
る
ま
で
美
し
く

彫
琢
さ
れ
た
音
の
粒
と
、
熾

烈
な
情
熱
で
私
た
ち
の
心
を

奪
う
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ツ

ィ
メ
ル
マ
ン
。

　

こ
こ
で
し
か
出
逢
え
な
い

芸
術
に
ふ
れ
る
歓
び
を
、
ぜ

ひ
、
劇
場
で
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。

【
曲
目
】
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ

／
パ
ル
テ
ィ
ー
タ 

第
１
番
、

第
２
番
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
３

つ
の
間
奏
曲
、
シ
ョ
パ
ン
／

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ 

第
３
番

※
曲
目
は
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
メ
ル
マ
ン

【
日
時
】
12
月
９
日
㈭
19
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ 

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
８
０
０
０

円
、
Ｂ
席
６
０
０
０
円
、
Ｃ

席
４
０
０
０
円
、
Ｄ
席
２
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

10
日
㈰
発
売

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・ツ
ィ
メ
ル
マ
ン

　
　
　
　
　

 

ピ
ア
ノ
・リ
サ
イ
タ
ル

29
日
㈮
発
売

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
一
般
４
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
０

円
（
全
席
指
定
）

近藤 芳正

広上 淳一
©Masaaki Tomitori©Masaaki Tomitori

豊嶋 泰嗣
© 大窪 道治© 大窪 道治

桂 よね吉 桂 吉弥

↓ここから
ご覧いただ
けます

   

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

　
グ
リ
ム
兄
弟
！

　

〜
み
ん
な
の
メ
ル
ヘ
ン  

き
か
せ
て
ダ
ン
ケ
〜

近
藤
芳
正 Solo W

ork

「
ナ
イ
フ
」

【
出
演
】
森 

好
文
、
橘 

義
、

金
田
萌
果
、
吉
村
祐
樹
、
鈴

木
あ
ぐ
り
、
風
太
郎
、
杏

華
、森 
万
紀
、今
仲
ひ
ろ
し
、

木
村
美
憂
、
吉
江
麻
樹
、
谷

口 

遼
、
岡
田 
力

【
日
時
】
12
月
25
日
㈯
15
時
、

26
日
㈰
11
時
・
15
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
、
セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高

校
生
以
下
）４
０
０
０
円（
全

席
指
定
）

※
３
歳
以
上
有
料
。
３
歳
未

　

グ
リ
ム
童
話
で
お
な
じ
み

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
歌
や

踊
り
、
笑
い
に
乗
せ
て
メ
ル

ヘ
ン
の
旅
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
作
】
早
船 

聡
（
サ
ス
ペ
ン

デ
ッ
ズ
）

【
演
出
】
平
井
久
美
子
（
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
園
田
容
子

満
で
も
お
席
が
必
要
な
場
合

は
有
料
。

※
12
月
25
日
㈯
15
時
の
回

は
、
舞
台
の
両
サ
イ
ド
に
日

本
語
字
幕
が
付
き
ま
す
。

2021年8月 ピッコロシアター公演より

　

 　

日
本
オ
ペ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２

　

 　
　
　

歌 

劇   

「
夕  

鶴
」

　
　
　
　
　
　
（
全
１
幕/

日
本
語
上
演
・
字
幕
付
）

　

１
９
５
２
年
の
関
西
初
演

以
来
、
海
外
も
含
め
て
８
０

０
回
を
超
え
る
公
演
回
数
を

誇
る
、
ま
さ
に
日
本
を
代
表

す
る
オ
ペ
ラ
「
夕
鶴
」。

　

２
０
１
３
年
、
２
０
１
８

年
公
演
で
人
間
の
心
の
機
微

を
豊
か
に
描
き
上
げ
、
深
い

感
動
を
与
え
た
岩
田
達
宗
が

再
び
演
出
。

　

指
揮
は
新
進
気
鋭
の
粟
辻

聡
。
つ
う
役
は
石
橋
栄
実
と

老
田
裕
子
、
東
西
の
オ
ペ
ラ

で
活
躍
す
る
今
が
旬
の
歌
姫

二
人
が
演
唱
し
ま
す
。

【
作
】
木
下
順
二

【
作
曲
】
團
伊
玖
磨

【
指
揮
】
粟
辻 

聡

【
演
出
】
岩
田
達
宗

【
出
演
】
つ
う
／
石
橋
栄
実

（
20
日
）、老
田
裕
子（
21
日
）、

与
ひ
ょ
う
／
清
水
徹
太
郎

（
20
日
）、中
川
正
崇（
21
日
）、

運
ず
／
晴 

雅
彦
、
惣
ど
／

松
森 

治

【
児
童
合
唱
】
夙
川
エ
ン
ジ

ェ
ル
コ
ー
ル

【
管
弦
楽
】
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ

・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団

【
日
時
】
令
和
４
年
３
月
20

日
㈰
、
21
日
（
月
・
祝
）
各

日
14
時

【
場
所
】阪
急 

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
８
０
０
０

円
、
Ｂ
席
６
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

クリスチャン・ツィメルマン
CBartek Barczyk

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 　
　
　
　

感
染
拡
大
防
止 

〜
お
客
様
へ
の
お
願
い
〜

◆
来
場
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
指
消
毒
、
検
温
な

ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
37
・
5
度
以
上
の
発
熱
が

あ
る
方
や
マ
ス
ク
着
用
の
な
い

方
は
、
ご
入
場
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
発
熱
や
風
邪
の
症
状
の
あ

る
方
や
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方

は
、来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

◆
来
場
時
に
、「
兵
庫
県
新
型

コ
ロ
ナ
追
跡
シ
ス
テ
ム
」
へ
の

ご
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
感
染
状
況
の
変
化
に
よ
っ

て
、
急
遽
、
公
演
の
中
止
や
内

容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。鈴木 あぐり

谷口 遼



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・１０月号⑸　令和３年10月１日

鋳
込
み
技
法
で
シ
ャ
ー
プ
な
造
形

第286回

令
和
２
年
度
兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞
受
賞
者

陶
芸
家 

若わ
か
す
ぎ杉

　
聖せ

い

子こ 

さ
ん
　

素
顔
拝
見

　

自
然
豊
か
な
里
山
や
水
田

に
囲
ま
れ
た
兵
庫
県
三
田
市

郊
外
の
ア
ト
リ
エ
を
拠
点

に
、
石せ

っ
こ
う膏

に
よ
る
鋳
込
み
技

法
で
白
磁
作
品
を
制
作
す
る

女
流
作
家
。
洗
練
さ
れ
た
シ

ャ
ー
プ
な
造
形
が
特
徴
で
、

国
内
外
か
ら
の
評
価
が
非
常

に
高
い
。
各
地
で
の
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

は
、
独
自
の
鋳
込
み
技
法
を

披
露
し
て
陶
芸
文
化
普
及
に

貢
献
。
京
都
市
立
芸
術
大
学

准
教
授
と
し
て
後
進
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

富
山
市
出
身
。
実
家
の
蔵

に
は
古
い
や
き
も
の
や
工
芸

品
が
数
多
く
あ
り
、
正
月
に

生
を
追
い
か
け
て
意
匠
研
を

目
指
す
こ
と
に
。「
技
術
や

知
識
の
な
さ
を
痛
感
し
た
か

ら
で
す
。
全
国
か
ら
の
仲
間

と
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
ど

う
や
っ
て
食
べ
て
い
く
か
、

必
死
で
し
た
」。
意
匠
研
を

卒
業
後
に
美
濃
焼
メ
ー
カ
ー

の
会
社
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
勤
務
。「
今
の
私
に
と
っ

て
、
そ
の
経
験
が
大
き
な
転

機
で
し
た
。
誰
か
に
必
要
と

さ
れ
る
モ
ノ
を
作
り
た
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

者
に
は
「
失
敗
か
ら
の
試
行

錯
誤
を
楽
し
ん
で
。
個
性
が

大
事
で
必
要
。
ど
ん
ど
ん
海

外
に
出
て
活
動
し
て
欲
し

い
」
と
励
ま
す
。
受
賞
と
今

後
の
抱
負
に
つ
い
て
「
兵
庫

県
出
身
者
で
な
い
私
が
兵
庫

県
か
ら
立
派
な
賞
を
い
た
だ

き
素
直
に
う
れ
し
く
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
石
膏

型
で
の
鋳
込
み
に
こ
だ
わ

り
、
型
な
ら
で
は
の
表
現
の

可
能
性
を
追
求
し
、
日
常
を

豊
か
に
す
る
モ
ノ
作
り
を
目

は
親
戚せ

き
が
集
ま
り
特
別
な
器

で
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
こ

と
な
ど
か
ら
「
今
思
え
ば
で

す
が
、
子
供
心
に
や
き
も
の

な
ど
に
興
味
が
わ
い
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
」。
陶
芸
が
で

き
る
こ
と
の
一
択
で
、
近
畿

大
学
文
芸
学
部
芸
術
学
科
へ
。

卒
業
後
、
や
き
も
の
へ
の
道

が
あ
き
ら
め
ら
れ
ず
に

各
地
で
研け

ん
さ
ん鑽

。
ま
ず
、

滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
で

滞
在
制
作
中
に
鋳
込
み

を
教
わ
っ
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
多
治
見
市
陶

磁
器
意
匠
研
究
所
（
意

匠
研
）
の
中
島
晴
美
先

日
々
の
感
動
を
作
品
に
映
し

こ
も
う
と
す
る
試
み
な
の
で

す
」。
若
杉
さ
ん
の
技
法
は

「
泥

で
い
し
ょ
う

漿
鋳
込
み
」
と
い
わ
れ

る
。
石
膏
の
塊
か
ら
原
型
を

削
り
出
し
、
型
取
り
後
、
泥

漿
を
鋳
込
み
、
研
磨
作
業
を

経
て
焼
成
、
さ
ら
に
研
磨
な

ど
行
程
は
多
い
。
兵
庫
陶
芸

美
術
館
学
芸
員
の
マ
ル
テ
ル

坂
本
牧
子
さ
ん
は
「
若
杉
さ

ん
は
量
産
の
た
め
生
ま
れ
た

鋳
込
み
の
特
性
を
活
か
し
、

鋳
込
み
で
し
か
で
き
な
い
形

文化庁新進芸術家の海外
研修制度で2015年から1
年間、仏で滞在製作。今春
の兵庫陶芸美術館での開
館15周年記念特別展に
出品。国際陶磁器展美濃審
査員特別賞、工芸都市高岡
クラフトコンぺティション
奨励賞受賞。三田市では、ゆ
っくりと自分と向き合って
制作でき「精神的な転機
になった」という。44歳。

を
自
ら
の
造
形
に
引
き
寄
せ

る
作
家
の
一
人
。
デ
ッ
サ
ン

な
し
で
直
接
、
仕
上
げ
る
の

も
驚
き
。
シ
ャ
ー
プ
な
造
形

が
ま
た
一
つ
、
新
し
い
器
の

可
能
性
を
広
げ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
芯
・
意
思
が
強
い

若
杉
さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
成
長

で
き
る
作
家
で
す
」
と
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

作
品
は
器
、
花
器
は
も
ち

ろ
ん
オ
ブ
ジ
ェ
ま
で
多
彩
だ
。

「
ロ
ク
ロ
も
好
き
で
す
が
、
私

は
一
瞬
で
カ
タ
チ
が
決
ま
る

ス
ピ
ー
ド
感
よ
り
、
ゆ
っ
く

り
カ
タ
チ
を
探
る
鋳
込
み
が

合
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
陶
芸
を
続
け
る
理
由
?

指
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。
12

月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
、
岡

山
県
倉
敷
市
の
工
房
Ｉ
Ｋ
Ｕ

Ｋ
Ｏ
で
個
展
を
開
く
予
定
だ
。

で
す
」と
若
杉
さ
ん
。

　

恩
師
の
紹
介
も
あ

り
岐
阜
県
か
ら
三
田

市
に
移
住
し
て
約
12

年
。
若
杉
さ
ん
は
話

す
。「
私
の
白
い
作

品
は
植
物
の
造
形
か

ら
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
、
移
り
ゆ

く
陽
と
月
の
光
、
風

や
水
の
揺
ら
ぎ
な
ど

アトリエにて原型を削る若
杉さん
ⓒTadayuki Minamoto

「白磁四方鉢」「白磁一輪挿し」2019年  
ⓒTadayuki Minamoto

 

作
品
展
示　

入
場
無
料

【
会
期
】
10
月
30
日
㈯
〜
11
月

23
日
（
火
・
祝
）

※
妙
見
山
山
頂
は
会
期
中
の
金

土
日
祝
（
22
日
は
開
催
）、
そ

の
他
の
会
場
は
施
設
営
業
日
に

よ
る

《
招
待
作
家
》

◆
原
摩
利
彦+

津
田
直
○場
妙
見

山
山
頂
※
入
場
人
数
制
限
あ
り

◆
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ａ
○場
新
瀧
公

民
館
※
入
場
人
数
制
限
あ
り

◆
藤
井
達
矢
○場
日
生
中
央
サ
ピ

エ《
一
般
公
募
作
家
》

◆
井
橋
亜
璃
紗
○場
猪
名
川
町
立

静
思
館

シ
ア
タ
ー
、
地
域
団
体
企
画
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
予

定
。妙
見
山
の「
芸
能
信
仰
」「
北

極
星
信
仰
」
か
ら
着
想
を
得
た

「
音
」
と
「
光
」
を
中
心
と
す

る
芸
術
制
作
、
土
地
の
歴
史
、

風
土
、
民
俗
に
由
来
し
人
の
手

に
よ
っ
て
丁
寧
に
生
み
出
さ
れ

た
「
食
」
や
「
暮
ら
し
」
を
拡

張
さ
せ
る
取
り
組
み
を
展
開
し

ま
す
。

　

能
勢
電
鉄
（
の
せ
で
ん
）
沿

線
と
そ
の
周
辺
地
域
を
舞
台

に
、
地
域
の
人
々
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
る

２
年
に
１
度
の
芸
術
祭
。

　

５
回
目
と
な
る
今
年
の
テ
ー

マ
「E

nlarged M
entality

〜
他
者
と
の
世
界
を
共
有
す
る

も
の
〜
」
に
即
し
た
芸
術
作
品

展
示
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
音
楽
祭
や
野
外

◆
袁
方
州
（
ユ
ア
ン
・
フ
ァ
ン

ジ
ョ
ウ
）
○場
猪
名
川
町
立
静
思

館◆
前
田
耕
平
×
葭
村
太
一
○場
吉

川
自
治
会
館
前
広
場

◆
橋
爪
晧
佐
／
野
営
地
○場
妙
見

「のせでんアートライン2021メインビジュアル」
SPEKTRA©︎Kousei Ikeda

純
粋
に
や
き
も

の
が
好
き
だ
か

ら
で
し
ょ
う
」

と
若
杉
さ
ん
。

笑
顔
が
魅
力
的

で
し
た
。
陶
芸

家
を
目
指
す
若

口
駅
前

 

イ
ベ
ン
ト

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
音
楽
祭
○時
10
月

30
日
㈯
19
時
○料
無
料
出K

an 
Sano

、
空
間
現
代
×
吉
増
剛

造
、Saw

a A
ngstrom

 

ほ

か
○内
音
と
映
像
に
よ
る
音
楽
ラ

イ
ブ
配
信
。

◆
野
外
シ
ア
タ
ー
○時
11
月
20
日

㈯
〜
23
日
（
火
・
祝
）
各
日
17

時
○場
能
勢
町 

旧
東
郷
小
学
校

校
庭
○内
「
ブ
ン
ミ
お
じ
さ
ん
の

森
」「
も
の
の
け
姫
」
な
ど
を

上
映
予
定
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

地
域
の
名
産
品
の
販
売
も
予
定

し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】
の
せ
で
ん
ア

ー
ト
ラ
イ
ン 

妙
見
の
森
実
行

委
員
会
☎︎
０
７
２
・
７
９
２
・

７
７
１
６　

公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

トhttp://noseden-artline.
com

/2021/

アートでひょうごを元気に！

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
予
定
。
詳

細
は
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
左
記
の
展
示
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
無
料
で
観
覧

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
会
期
】
10
月
９
日
㈯
〜
10
月

24
日
㈰
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
、
開
催
日
や
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

展
示
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
場

駒
ヶ
林
エ
リ
ア
／A

telier 
kom

a

、
角
野
邸
、
閑
居 

永
門
、

旧
駒
ヶ
林
保
育
所
、
ジ
ョ
ブ
ス
・

ペ
ー
ス
・
ラ
ボ
、
駄
菓
子
屋
フ
レ
ン

ド
、
二
葉
じ
ぞ
う
広
場 

ほ
か 

新

長
田
エ
リ
ア
／Sobani 

O
m

usubi  

丸
山
エ
リ
ア
／

と
人
と
の
社
会
的
距
離
が
近
い

「
下
町
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、

下
町
の
日
常
に
溶
け
込
ん
だ
ア

ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

神
戸
に
ゆ
か
り
の
深
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト

を
展
示
す
る
展
示
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ほ
か
、開
催
地
区
の
「
ま
ち
」

の
こ
と
を
勉
強
す
る
講
座
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20

年
を
迎
え
た
２
０
１
５
年
に
始

ま
り
、
神
戸
市
長
田
区
を
舞
台

に
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
る

「
下
町
芸
術
祭
」。

　

今
年
は
新
長
田
南
部
だ
け
で

な
く
、
丸
山
地
区
ま
で
エ
リ
ア

を
拡
大
。

　

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ

た
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
制
限

さ
れ
る
状
況
下
で
も
、
も
と
も

天
よ
し
・
お
食
事
亭
ま
る
や

ま
、
バ
ラ
ッ
ク
リ
ン
、
丸
山
ア

ン
ダ
ー
ザ
ブ
リ
ッ
ジ 

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】
新
長
田
ア
ー

ト
コ
モ
ン
ズ
実
行
委
員
会
☎︎
０

７
８
・
６
４
７
・
７
４
３
０

https://shitamachi-art.com/

下町芸術祭　2021
アートが日常になる下町へ

アートでひょうごを元気に！

ⓒⓒTadayuki MinamotoTadayuki Minamoto

TEL 0790-47-2212　FAX 0790-47-2213
（兵庫県立フラワーセンター内）

●ダリア展　10/1 ～ 11/7
●第33回兵庫県どんぐりごま大会　10/9（10：00 ～ 14：00）

●ストレプトカーパス展　10/9 ～ 11/16
●～秋のきらめき～ダイヤモンドリリーと原種シクラメン展
　　　　　　10/12 ～ 10/17 （16、 17日は販売会を実施）
●第44回兵庫県連合菊花展覧会
　　　　　　10/17 ～ 11/21（菊花展開催期間中は無休）
●寒蘭展　11/12 ～ 11/14

花咲く秋のいろどりフェア
〜ようこそ秋、フラワーセンターの秋〜

10/1 ㈮～11/21 ㈰

〒679-0187 兵庫県加西市豊倉町飯森1282-1
TEL（0790）47-1182  FAX（0790）47-1561

兵庫 フラワーセンター 検索
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左下白っぽく見える所が
化石の発見現場

気
持
ち
を
表
す
。
も
し
新
型

コ
ロ
ナ
に
あ
な
た
が
感
染
し

て
も
、
私
は
あ
な
た
の
味
方

だ
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン

国宝・重文
ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
、
優
美
な
姿

　
世
紀
の
大
発
見
、
丹
波
竜
の
化
石

な
ど
を
美
味
し
く
い
た
だ
く
。

　

山
南
町
和
田
に
は
３
０
０

年
に
わ
た
る
薬
草
栽
培
の
歴

史
が
あ
る
と
い
う
。
園
内
で

は
３
０
０
種
に
お
よ
ぶ
薬
草

薬
樹
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　

園
内
に
、「
シ
ト
ラ
ス
リ

ボ
ン
」
と
書
い
た
表
示
が
あ

る
。
同
公
園
に
近
い
市
立
和

田
中
学
校
生
徒
会
一
同
、
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
と
い
う

あ
か
し
と
し
た
。

　

丹
波
市
山
南
町
と
い
え

ン
バ
テ
ィ
タ
ニ
ス
・
ア
ミ
キ

テ
ィ
ア
エ
と
命
名
さ
れ
た
。

　

発
見
現
場
は
、
丹
波
市
山

南
町
上
滝
の
篠
山
川
が
美
し

い
川
代
渓
谷
に
あ
り
、
誰
で

も
容
易
に
み
ら
れ
る
。

高座神社の本殿

介
で
き
な
い
の
が
残
念
だ

が
、
本
殿
の
軒
先
な
ど
に
設

け
ら
れ
た
竜
や
、
ウ
リ
、
天

女
と
い
っ
た
彫
刻
に
、
鮮
や

か
な
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

神
社
を
辞
し
て
、
近
く
の

首
切
地
蔵
尊
に
お
参
り
し
た
。

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

三
つ
の
輪
は
、
地
域
と

家
庭
と
職
場
（
あ
る
い
は

学
校
）
を
あ
ら
わ
し
、
シ

ト
ラ
ス
は
英
語
で
柑
橘
類

を
意
味
す
る
。

　

和
田
中
学
校
で
は
全
校

生
が
こ
の
リ
ボ
ン
を
つ
く

っ
た
。
カ
バ
ン
に
つ
け
た

り
、
玄
関
に
飾
っ
た
り
し

て
こ
の
運
動
へ
の
参
加
の

丹
波
市
山
南
町
谷
川
の
高た

か

座く
ら

神
社
は
、
南
に
向
か
っ
て

開
け
た
平
坦
地
に
あ
る
。
宮

司
の
田
中
史ふ

み
お夫

さ
ん
（
69
）、

権ご
ん
ね
ぎ

禰
宜
の
田
中
千ち

あ
き晶

さ
ん
に

案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

高
たかくら
座神社

（丹波市）

　

山
南
町
和
田
の
丹
波
市
立

薬
草
薬
樹
公
園
へ
。
食
事
処

「
お
と
き
や
」
で
、
昼
食
に

竹
か
ご
御
膳（
１
２
０
０
円
、

税
込
み
）
を
食
し
た
。

カ
レ
イ
の
西
京
焼
き
や
季
節

の
は
四
国
の
愛
媛
か
ら
始
ま

っ
た
運
動
で
あ
る
。
シ
ト
ラ

ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

も
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
生
ま
れ

た
差
別
や
偏
見
を
知
っ
た
愛

媛
の
人
た
ち
が
、つ
く
っ
た
。
柑

橘
類
が
特
産
の
土
地
柄
に
ち

施
設
が
常
設
展
を
中
心
に
３

日
間
限
定
で
無
料
開
放
し
ま

す
。

　

各
施
設
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
が
も
ら
え
ま
す
（
数
量
限

定
、な
く
な
り
次
第
終
了
。
阪

神
南
エ
リ
ア
・
阪
神
北
エ
リ
ア

力
を
存
分
に
楽
し
も
う
！

【
会
期
】
10
月
１
日
㈮
〜
３

日
㈰
※
各
日
の
み
無
料
開
放

の
施
設
も
あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
尼
崎
市
、
西
宮
市
、

芦
屋
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
、

川
西
市
、
三
田
市
、
猪
名
川

町
の
美
術
館
・
博
物
館
な
ど

約
35
施
設

詳
細
は「
あ
に
あ
ん
倶
楽
部
」

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト https

://anian
-club.jp/m

useum
2/

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
状
況
に
よ
り
、
施
設
に

よ
っ
て
休
館
の
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。お
出
か
け
の
際
に
は「
あ

に
あ
ん
倶
楽
部
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ば
、
恐
竜
の
化
石
で
一
躍
、

全
国
区
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
６
年
８
月
、
地
元

の
地
学
愛
好
者
、
村
上
茂
さ

ん
と
足
立
冽き

よ
し

さ
ん
が
町
内

の
篠
山
層
群（
前
期
白
亜
紀
）

の
地
層
か
ら
、
化
石
を
見
つ

け
た
。

　

実
は
、
世
紀
の
大
発
見
だ

っ
た
。
三
田
市
の
兵
庫
県
立

人
と
自
然
の
博
物
館
が
調
査
。

大
型
の
植
物
食
恐
竜
と
さ
れ
、

「
丹
波
竜
」
の
愛
称
が
付
け

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
２
０
１

４
年
に
新
種
と
わ
か
り
、
タ

　

い
た
だ
い
た
「
高
座
神
社

略
記
」
に
よ
る
と
、
創
立
は

不
詳
だ
が
10
世
紀
に
編
ま
れ

た
延
喜
式
に
は
す
で
に
そ
の

名
が
あ
る
と
い
う
。

　

国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ

た
の
は
、
本
殿
で
あ
る
。
指

定
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
と
最
近
の
こ
と
だ
。

五ご
け
ん
や
し
ろ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造
で
、
正
面
に

せ
り
出
し
た
向ご

は
い拝

が
優
美
な

姿
を
見
せ
、
左
右
に
設
け
ら

れ
た
千ち

ど
り
は
ふ

鳥
破
風
が
美
し
い
曲

線
を
描
い
て
い
る
。

　

本
殿
は
、
宝
永
２
（
１
７

０
５
）
年
、
地
元
の
大
工
に

よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
近
年
、

傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に

修
理
工
事
に
着
手
、
平
成
28

（
２
０
１
６
）年
に
完
成
し
た
。 田中 千晶さん

　

由
来
に
よ
る
と
、
寿
永
２

（
１
１
８
３
）
年
の
こ
ろ
、

源
平
の
戦
に
敗
れ
た
公
家
や

姫
君
が
丹
波
路
に
逃
れ
て
き

た
。
落
人
狩
り
に
つ
か
ま
り

悲
運
の
最
期
を
遂
げ
た
の
だ

が
、
そ
れ
を
哀
れ
ん
だ
地
元

の
人
た
ち
が
弔
っ
た
の
が
始

ま
り
と
い
う
。

　

首
か
ら
上
の
願
い
事
が
か

な
う
と
さ
れ
、
受
験
生
に
人

気
が
あ
る
そ
う
だ
。

野
菜
の
天
ぷ
ら
、
枝
豆
ご
は
ん

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

▼
高た

か
く
ら座
神
社
=
丹
波
市
山
南

町
谷
川
３
５
５
７
。
Ｊ
Ｒ
福

知
山
線
、
加
古
川
線
の
谷
川

駅
か
ら
徒
歩
約
25
分
。
車
だ

と
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の

丹
南
篠
山
口
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
2０

分
。
☎
０
７
９
５
・
７
７
・
０

４
５
６

▼
首
切
地
蔵
尊
=
丹
波
市
山

南
町
谷
川
３
１
５
。
高
座
神

社
か
ら
徒
歩
約
５
分
。
☎
０

７
９
５
・
７
７
・
２
９
５
５

▼
丹
波
市
立
薬
草
薬
樹
公

園
=
丹
波
市
山
南
町
和
田
３

３
８
︱
１
。
水
曜
休
館
。
営

業
時
間
は
コ
ロ
ナ
禍
対
応
あ

り
、
要
確
認
。
☎
０
７
９
５
・

７
６
・
２
１
２
１

▼
食
事
処
お
と
き
や
=
同
公

園
の
中
に
あ
る
。
水
曜
定
休
。

☎
０
７
９
５
・
７
６
・
２
１
２
１

▼
薬
草
の
湯
︵
丹
波
の
湯
と

当
帰
の
湯
の
総
称
︶
=
同
公

園
に
あ
る
。
大
人
６
０
０
円
、

中
学
生
以
下
４
０
０
円
。
営

業
時
間
は
要
確
認
。

▼
丹
波
竜
化
石
工
房
ち
ー
た

ん
の
館
=
丹
波
市
山
南
町
谷

川
１
１
１
０
。
1０
時
~
17
時
、

11
月
１
日
~
３
月
31
日
は
16

時
ま
で
。
月
曜
休
館
。
高
校

生
以
上
２
１
０
円
、
小
中
学

生
１
０
０
円
。
☎
０
７
９
５
・

７
７
・
１
８
８
７

▼
丹
波
竜
化
石
発
見
現
場
=

丹
波
竜
の
里
公
園
駐
車
場

︵
丹
波
市
山
南
町
上
滝
１
９

１
９
︱
１
︶
か
ら
西
へ
徒
歩

約
５
分
。
レ
ン
ガ
造
り
の
旧

上
滝
発
電
所
記
念
館
が
目

標
。
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
下
滝
駅

か
ら
東
へ
徒
歩
約
15
分
。
駐

車
場
は
無
料
。

　

重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た

理
由
は
、
意
匠

的
に
優
れ
て
お

り
顕
著
な
地
方

的
特
色
を
備
え

て
い
る
か
ら
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

カ
ラ
ー
で
紹

ちーたんの館

谷川駅

・丹波市立薬草薬樹公園
・食事処おときや（公園内）
・薬草の湯（丹波の湯と当帰の湯の総称・公園内）

・丹波市立薬草薬樹公園
・食事処おときや（公園内）
・薬草の湯（丹波の湯と当帰の湯の総称・公園内）

●首切地蔵尊●首切地蔵尊

丹波竜化石工房
ちーたんの館
丹波竜化石工房
ちーたんの館 丹波竜化石発見現場丹波竜化石発見現場

175 176

●●

●●
●●

高座神社高座神社 丹南篠山口ＩＣ

首切地蔵尊

竹かご御膳

な
み
、
そ
の
色
の
リ
ボ
ン
や
ロ

ゴ
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
、
た

だ
い
ま
、
お
か
え
り
と
い
う

　

阪
神
間
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の

文
化
を
育
ん

だ
阪
神
地
域

に
は
個
性
豊

か
な
美
術
館

・
博
物
館
な

ど
が
多
数
集

積
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら

で
デ
ザ
イ
ン
が

異
な
り
ま
す
）。

　

観
覧
エ
チ
ケ

ッ
ト
を
守
り
な

が
ら
、
街
の
魅

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
阪

神
南
県
民
セ
ン
タ
ー
産
業

振
興
担
当
☎︎
 ０
６
・
６
４
８

１
・
７
６
７
９

　

首
に
下
げ
た

箱
か
ら
え
び
す

人
形
を
取
り
出

し
て
、『
め
で
た

い
、め
で
た
い
』

と
舞
い
な
が
ら
福
を
ま
く
⋮

　

え
び
す
宮
総
本
社
・
西
宮

神
社
周
辺
に
は
、
室
町
時
代

頃
か
ら
人
形
操
り
師
（
え
び

す
か
き
）
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
彼
ら
の
芸
が
淡
路
や
大

阪
へ
渡
り
、
や
が
て
人
形
浄

瑠
璃
や
文
楽
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
す
。

　

明
治
時
代

に
途
絶
え
た

「
え
び
す
か

き
」
の
芸
を

復
興
さ
せ
た

"
現
代
の
え

び
す
か
き
"

人
形
芝
居
え

び
す
座
が
、

福
を
携
え
て

や
っ
て
来
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
31
日
㈰
14
時

【
内
容
】
▼
寿
式
三
番
叟
、

え
び
す
舞
、
お
話
し
／
人
形

芝
居
え
び
す
座
▼
パ
ペ
ッ
ト

落
語
と
お
楽
し
み
落
語
／
笑

福
亭
笑
利

【
場
所
】
芦
屋
神
社
参
集
所

（
芦
屋
市
東
芦
屋
町
20
︲
３
）

【
参
加
費
】
無
料
（
定
員
40

人
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ

い
。
10
月
15
日

㈮
締
切

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
も
申
込
み
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
阪

神
南
県
民
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
担
当
☎︎
 ０
６
・
６
４
８

１
・
４
５
４
２

阪神南・北

地域の文化情報

阪神地域オープンミュージアム
無料開放DAY

１０月1日㈮～3日㈰


